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はじめに ／ 案山子の独り言 

「マンゾーニ通り（VIA MANZONI）」を走る路面電車、角に有名な作曲家「ジョゼッペ・ベルディ」が 
晩年を過ごしたホテルがある。 

表 紙  

職
人
技
と
い
う
言
葉
の
重
み
。 

時
代
の
流
れ
に
も
、
社
会
や
世
の
中
の
動
き
に
も 

左
右
さ
れ
な
い
で
、
自
分
の
意
志
・
精
神
世
界
を 

ど
こ
ま
で
も
貫
き
通
し
て
い
く 

頑
固
な
ま
で
の
「
こ
だ
わ
り
」
の
職
人
技
。 

モ
ノ
づ
く
り
に
「
こ
だ
わ
る
」
こ
と
で
、 

職
人
技
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
す
る
。 

長
い
歴
史
の
中
で
も
時
代
に
流
さ
れ
な
い
モ
ノ
づ
く
り
、 

そ
れ
が
京
の
職
人
た
ち
の
目
指
す
技
だ
。 

京
に
は
一
千
年
以
上
の
「
こ
だ
わ
り
＝
職
人
技
」
の 

歴
史
が
あ
り
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
い
て
い
る
。 

ハ
ッ
ピ
ー
の
仕
事
ス
タ
イ
ル
は
、 

京
の
「
こ
だ
わ
り
＝
職
人
技
」
と
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が 

た
く
さ
ん
あ
る
。 

こ
だ
わ
り
の
ハ
ッ
ピ
ー
ケ
ア
・
メ
ン
テ
の
職
人
技
を 

『
幸
』
に
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

は
じ
め
に 

秋の収穫の季節。 

稲刈りも終わり、栗・柿・松茸と美味しいものが店先に所狭しと並べられる。 

若い女性たちは、体重の増えるのを気にしながら秋の味覚を満喫する。 

私などは、少しくらい体重が増えたとて「ナンのソノ」と思ってしまう。 

遠慮なく、そう言うと叱られる。 

それなら、食べなきゃいいのにと減らず口をたたく。 

でも、美味いものは、美味い。大いに、秋の味覚を見つけて楽しみたい。 

案山子の独り言  
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世界で唯一 フルハンドメイドのスーツが 

  作り続けられている街                      ミラノ 

ミラノの季節は秋から冬へ。 

静かに降りつづく雨がミラノの風情をより一層引き立たせます。 

暮らしと芸術が混然一体となっているその様はハッピーのある京都とよく似ています。 

そのようなミラノの町並みの中に、 

マリオ・ペコラのスーツ工房は歴史の重みを感じながらたたずんでいます。 

世界のスーツ工房、サルトリア・マリオ・ペコラを唸らせたハッピーのケア・メンテ。 

いよいよハッピーは、世界のハッピーへと旅立ちます。 

世界で唯一 フルハンドメイドのスーツが 

作り続けられている街 ミラノ。 

そのミラノで、世界で三本の指に入る 

サルトリア（仕立て屋） マリオ・ペコラ氏の 

スーツに魅入る。 

スーツは職人が一人で根を詰めて作って、 

一週間ででき上がるという。 
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●ドゥオモの不思議な威容 

町の中心にある最も重要なキリスト教の大聖堂、ドゥオモ。 

精緻なまでの彫刻の威容は私たちを圧倒します。 

でも、なぜか不思議な優しさで迎えてくれるのも確かです。 

ヨーロッパ 
環境・技術交流紀行 

－ミラノ編－ 

ヨーロッパ 
環境・技術交流紀行 

－ミラノ編－ 
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●歴史のある重厚な街ミラノ 

雨にぬれた石だたみを路面電車が走ってます。 

ガタガタゴトゴト・・・・。 

その風景はどこかで見たような懐かしさをおぼえます。 

永い間ミラノ文化を支えてきた大聖堂ドゥオモやスカラ座、エマヌエール・２世ガレリア。 

自慢気でもなく、静かに誇らしく暮らしの中に溶けこんでいます。 

でも、私には、歴史には逆らえないような気もします。 

そんな重厚感のある美しい街ミラノ。 

ハッピーは、このミラノの街を世界へ向けて発信する第二の出発点にします。 

もう、そこまできているのです。 

ホラ、足音が聞こえるでしょう。 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
ミラノ編 

マリオペコラ氏の 

アトリエ工房のある風景。 

イタリアは車庫証明が不要とか。 

路上駐車はなざかり。 
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フィレンツェのドゥオモです。 

「花の聖母教会」とも呼ばれる聖堂は、ルネサンスのシンボル的な聖堂として知られています。 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－フィレンツェ編－ 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－フィレンツェ編－ 
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●街全体が芸術品　商人・文化・芸術の町フィレンツェへ。 

降り続いた雨も上がり、青空が顔をのぞかせました。 

オレンジ色の屋根に白い壁の建物の立ち並ぶフィレンツェの町並みを太陽の光が 

明るく照らし、まるで絵画から抜き出したかのような風景に神秘を感じました。 

町のいたるところに美術館や聖堂、宮殿があり、古代から中世に築かれたこれらの建物の 

数々は、今も、その変わらぬ姿が残っています。 

現代に暮らす人 と々の違和感は、まったくないのが不思議でなりません。 

誇示することなく、自然に生活の中に芸術が取り入れられており、 

フィレンツェの町そのものが芸術品のようです。 

文化・芸術を後世へ伝えようとする精神とそれを引き継ぐ精神。 

ハッピーもフィレンツェの人 と々変わらぬ精神でがんばっています。 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
フィレンツェ編 

ヴェッキオ宮殿の鐘楼と 

手前にあるのはウフィツィ美術館です。 

ヴェッキオ宮殿は簡素で力強い外観、 

高さ９４ｍの鐘楼を持つゴシック建築。 

１４世紀初頭に建てられ、 

コジモ１世が居城とした際、 

内部が大々的に改修されました。 
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アルノ川と奥に見える橋のような 

建物は「ポンテ・ヴェッキオ」です。 

ポンテ・ヴェッキオとは１４世紀半ばに 

アルノ川に架けられた最古の橋です。 

昔は肉屋が並んでいたのですが、 

フェルディナント１世が異臭を嫌い、 

店を撤去させ、金銀細工師が 

集められました。 

現在でも橋の左右に貴金属店が 

並んでいて活気があふれています。 

「神曲」などで有名な詩人ダンテが生まれた家です。 

サンタ・マルゲリータ通りに復元されていて、 

中は小さな博物館として公開されています 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
フィレンツェ編 
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ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
フィレンツェ編 

●聖堂の内部は天国 

サン・ロレンツォ聖堂はヨーロッパの中でも有名な教会のひとつであり、 

数あるフィレンツェの教会の中でも最も訪れられている教会だそうです。 

中にはいると、一瞬にして神聖な空気に変わりました。 

壁・天井の壁画は息をのむほどに美しく、まるで天国にいるかのような錯覚にさせられました。 
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サン・ペトローニオ大聖堂です。１４世紀に建設が始まった壮大な建築。 

その後２世紀にわたって建築が続けられ、ローマのサン・ピエトロ大聖堂を超える規模を予定していたものの、 

ヴァチカンからの干渉にあい、頓挫してしまいました。 

今も正面ファサードの上半分は大理石板が貼られていず、未完成のまま。 

聖堂内部は、ボローニャ、シエナ、フェッラーラの芸術家によって２２の礼拝堂、 

１５世紀のヤコポ・クエルチャ作のレリーフ「イヴの誘惑」など貴重な芸術、工芸作品で満たされています。 

●どの町にも共通している芸術性 

駅から少し歩いたところにあるボローニャの町の中心、マジョーレ広場に入ると、１３世紀から 

１６世紀に建設された、歴史の重みを感じさせるモニュメントが華やかに彩りを添えています。 

独特の柱廊アーケードが町中に張り巡らせれており、雨の日でも快適にショッピングなどを 

楽しむことができる建築構造は、ボローニャの町独特のもので、フィレンツェとはまた違った空気を 

楽しむことができました。 

いつのまにか、スッカリ雨も上がり、心地よい爽やかな風に身も心も洗われるようでした。 

軽食をとるために入ったカフェテリアの２階の窓から外を覗くと、１６世紀の彫刻家ジャン・ボローニャの 

手によって製作されたネプチューンの噴水のブロンズ像が格子窓の向こうに見えました。 

ボローニャもまた、フィレンツェと同様、歴史ある大聖堂や宮殿がすぐ目の前にあるのです。 

何気ない生活の中で、芸術に当たり前に触れることのできる環境は、イタリアのどの町でも 

共通しているのだと実感しました。 

 

●日本の原風景に似ているボローニャ 

再び雨模様につつまれたフィレンツェを後にし、一行はユーロスター（日本でいう新幹線）にて、 

約１時間ほどのところに位置するグルメの都ボローニャへ向かいました。 

ボローニャの郊外は田園地帯が広がり、れんが色のまるでオモチャのようなかわいらしい家々が 

点在しています。 

日本の田舎のようなどこか懐かしい風景に心が安らぎました。 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－ボローニャ編－ 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 

－ボローニャ編－ 



ネプチューンの噴水、 

これはボローニャのシンボル的存在です。 

この美しい噴水は１６世紀に 

トマソ・ロレッティによって設計され、 

彫刻家ジャンボローニャの手によって 

ブロンズ像で飾られました。 

ボローニャの目抜き通りの 

インディペンデンツァ通り 

（VIADELL INDIPENDENZA）です。 

この通りは商店やレストラン、ホテルが並び、 

歩道には中世の都市計画によって 

建造された「ポルティコ」と呼ばれる、 

独特の柱廊アーケードが 

街中に張り巡らされています。 

20 21

空港のフェラーリショップ。 

歴史と現代が生活の中で融合しています。 

ヨーロッパ環境・技術交流紀行 
ボローニャ編 
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ミラノ編 

フィレンツェ編

社長奮戦記  

ボローニャ編 


